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二
月
十
五
日
は
木
曽
川
に
お
け

る
電
力
開
発
事
業
を
始
め
、
中
部

地
方
の
近
代
化
を
推
し
進
め
た
福

澤
桃
介
氏
の
命
日
に
当
た
り
、
こ

の
日
貞
奴
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主
宰
す

る
藤
本
尚
子
様
の
お
声
掛
け
に
よ

り
、「
福
澤
桃
介
を
偲
ぶ
会
」
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
に
は
、
信
徒
総
代
衆
議
院
議

員
武
藤
容
治
様
︵
ご
名
代
︶、
大

同
特
殊
鋼
株
式
会
社
代
表
取
締
役

石
黒
武
様
始
め
、
大
勢
の
ご
信
徒

が
来
山
さ
れ
、
大
護
摩
供
厳
修
後

は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
サ
チ
ア
様
に

よ
る
お
歌
の
奉
納
、
続
け
て
講
演

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
治
見
市　

藤　

本　
　

尚　

子

◆
灯
明
料

各
務
原
市　

豊　

田　
　

寅　

義

神
奈
川
県　

今　

井　
　

啓　

吾

◆
出
世
稲
荷
垂
れ
幕

各
務
原
市　

三　

尾　
　
　
　

久

◆
幟

可
児
市　
　

塩　

田　
　

千　

城

各
務
原
市　

み
お
商
店

　

〃　
　
　

三
尾
石
油
店

春
日
井
市　

野　

呂　
　

千
恵
子

　

〃　
　
　

野　

呂　
　

昭　

之

名
古
屋
市　

文
化
の
み
ち
二
葉
館

◆
お
供

各
務
原
市　

青　

山　
　

光　

利

岐
阜
市　
　

山　

田　
　

い
く
ゑ

可
児
市　
　

西　

舘　
　

照　

能

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

山
県
市　
　

鈴　

木　
　
　
　

博

奈
良
県　
　

幅　
　
　
　

絵
里
香

犬
山
市　
　

藤　

崎　
　
　
　

勇

◆
銅
板

春
日
井
市　

野　

呂　
　

千
恵
子

　
当
山
内
霊
園
の
若
干
数
の
区
画

を
分
譲
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
残

り
の
区
画
は
僅
か
に
な
り
ま
し

た
。お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
こ
の
機
会
に
成
田
不
動
尊
お
膝

元
の
当
霊
園
と
是
非
ご
縁
を
結
ば

れ
ま
す
よ
う
、
謹
ん
で
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

　
詳
細
は
成
田
山
貞
照
寺
ま
で

　
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
〇
五
八
︱
三
八
四
︱
〇
二
〇
二

　
受
付
時
間
����
時
か
ら
����
時

　

二
月
十
八
日
、伏
見
口
支
部︵
支

部
長
＝
植
松
武
氏
︶
の
役
員
会
が

可
児
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
春
期
総
登
山
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
結
果
、
本
年
度
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
事
務
局
よ

り
節
分
会
の
参
加
の
御
礼
を
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。　
　
　

上
林
記

江
南
市　
　

大　

西　
　

英　

明

〈
御
嵩
冨
士
支
部
〉

︵
退
任
︶
永
田　

博
一
︵
支
部
長
︶

貞
照
寺
だ
よ
り

  灌
か ん

仏
ぶ つ

会
え

慶 祝  釈 尊 ご 生 誕
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（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

令
和
�§
年
�M
月
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æ
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﹃
福
澤
桃
介
を
偲
ぶ
会
﹄
開
催
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入
会
の
ご
案
内

　
成
田
山
の
ご
信
徒
に
よ
り�H

成
田

山
索
の
会�I
と
い
う
外
護
団
体
が
結

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
索
の
会
は
成
田
山
ご
本
尊
お
不

動
さ
ま
が
左
手
に
持
つ
﹁
索
﹂
の

功
徳
で
あ
る
四し

し
ょ
う摂�	

布ふ

せ施
・
愛あ

い
ご語
・

利り
ぎ
ょ
う行
・
同ど

う
じ事�


を
会
の
精
神
と
し
、

会
員
同
士
が
語
り
合
い
、
親
し
む
機

会
を
得
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
是

非
ご
入
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

　
◆
お
問
い
合
わ
せ

　
　
〇
五
六
八�	

六
一�


二
五
八
三

　
　
　�H

成
田
山
索
の
会�I

事
務
局

学
童
写
生
大
会

���D
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大
護
摩
供
修
行
者
芳
名

令
和
二
年
二
月

　

三
月
二
十
二
日
︵
日
︶
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、「
第
五
十

回
成
田
山
索
の
会
支
部
合
同
役
員
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
を
受
け
、
健
康
・
安
全
を
考
慮

し
た
結
果
、
や
む
な
く
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
刻
も
早
い
終
息
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健
康
を
ご
祈
念
い
た
し

て
お
り
ま
す
。　
　
　

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

�þ�»�Ÿ�ˆ

成
田
山
鵜
沼
霊
園

�8�•
ü	á�y
�w�]�Š�º

　

三
月
二
十
日
、
ご
先
祖
さ
ま
を

始
め
一
切
の
精
霊
を
供
養
す
る
春

彼
岸
会
法
要
が
営
ま
れ
、
大
勢
の

檀
信
徒
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
法
要
後
、
墓
前
、
子

育
・
水
子
地
蔵
尊
ご
宝
前
に
各
々

足
を
運
ば
れ
、
香
を
手
向
け
供
養

の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

春
彼
岸
会
法
要
営
む
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名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

春
日
井
市　

田　

原　
　

裕　

子

一
宮
市　
　

山　

北　
　

益　

徳

岐
阜
市　
　

山　

田　
　
　
　

豊

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

一
宮
市　
　

浅　

野　
　

佳　

宥

大
垣
市　
　

渡　

部　
　

禎　

夫

四
日
市
市　

髙　

橋　
　

直　

樹

名
古
屋
市　

玉　

井　
　

美
智
子

各
務
原
市　

北　

村　
　

美
栄
子

名
古
屋
市　

梅　

山　
　

祐　

子

丹
羽
郡　
　

坂　

野　
　

友　

哉

名
古
屋
市　

牛　

込　
　
　
　

進

岡
崎
市　
　

早　

川　
　
　
　

伸

　

〃　
　
　

林　
　
　
　

裕　

之

名
古
屋
市　

川　

島　
　

浩　

充

　

〃　
　
　

吉　

田　
　

愛　

子

小
牧
市　
　

㈱
エ
ム
エ
フ
エ
ス

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

羽
島
市　
　

坂
井
田　
　

正　

之

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

愛
知
郡　
　

木　

村　
　

達　

夫

各
務
原
市　

伊　

藤　
　

久　

代

名
古
屋
市　

鎌　

田　
　

芳　

子

　

〃　
　
　

㈱
ル
ボ
ウ

春
日
井
市　

山　

田　
　

卓　

司

北
名
古
屋
市　

山　

田　
　

勝　

代

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

岐
阜
市　
　

五　

藤　
　

浩　

一

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

山
県
市　
　

鈴　

木　
　
　
　

博

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

刈
谷
市　
　

新　

美　
　

大　

輔

小
牧
市　
　

カ
ネ
政
運
輸
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

亜
子

　

〃　
　
　

カ
ネ
政
運
輸
㈲
冷
凍

　
　
　
　
　

冷
蔵
倉
庫
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

草
場　

翔
太

岡
崎
市　
　

エ
ラ
ス
テ
ッ
ク
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

永
見　

好
識

　

〃　
　
　

エ
ラ
ス
テ
ッ
ク
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

永
見　

甡
之

東
京
都　
　

ザ
・
デ
ィ
ラ
イ
ト
フ

　
　
　
　
　

ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

永
見　

隆
幸

多
治
見
市　

㈱
Ｔ
Ｙ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　

牛
込　
　

進

岐
阜
市　
　

剱
崎
建
設
㈱
清
友
会

　

〃　
　
　

剱
崎
建
設
㈱
労
働
災

　
　
　
　
　

害
防
止
協
力
会

豊
田
市　
　

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

　
　
　
　
　
　
　

堤
工
場
車
体
部

可
児
市　
　

Ｔ
Ｐ
Ｒ
㈱
岐
阜
工
場

名
古
屋
市　

㈱
マ
ル
モ
運
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

保
田　

範
博

春
日
井
市　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ

　
　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
Ｉ
Ａ

　
　
　
　
　

Ｑ
Ｂ
Ｕ
技
術
部
キ
ッ

　
　
　
　
　

チ
ン
サ
ニ
タ
リ
開
発
課

山
県
市　
　

㈱
高
富
運
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　
　

睦

美
濃
加
茂
市　

㈱
愛
鐵

豊
田
市　
　

三
栄
工
業
㈱

名
古
屋
市　

㈱
新
生
工
務

本
巣
市　
　

若　

原　
　

三
保
子

大
垣
市　
　

河　

合　
　

伸　

泰

岐
阜
市　
　

小　

椋　
　

須　

魔

刈
谷
市　
　

金　

森　
　

正　

人

江
南
市　
　

リ
ュ
ウ
エ
イ
機
工
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　

小
森　

隆
之

美
濃
加
茂
市　

片　

桐　
　

隆
之
助

名
古
屋
市　

㈱
ヤ
マ
モ
ト
電
設

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　

公
人

丹
羽
郡　
　

岡　

田　
　

圭　

介

知
立
市　
　

松
下
工
務
店

　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

継
見

中
津
川
市　

山　

田　
　

益　

弘

羽
島
市　
　

長　

谷　
　

美　

佐

江
南
市　
　

菱　

川　
　

広　

記

各
務
原
市　
東
海
共
栄
サ
ポ
ー
ト
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　
　

敦

　

〃　
　
　

渡　

辺　
　
　
　

敦

小
牧
市　
　

大　

澤　
　

克　

彦

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

剱
崎
清
友
会
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

　

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
ご
生
誕

の
日
で
す
。

　

当
山
で
は
毎
年
お
釈
迦
様
の
誕

生
仏
に
甘
茶
を
灌
ぎ
、
誕
生
の
お

祝
い
「
花
ま
つ
り
」
を
聖
蘭
堂
に

て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
甘
茶
を
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

お
釈
迦
様
は
、
ご
生
誕
後
す
ぐ

に
七
歩
歩
き
、「
天
上
天
下
唯
我

独
尊
」
と
仰
せ
ら
れ
、
命
の
尊
さ

を
説
か
れ
た
と
い
う
仏
伝
が
残
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
、
天
か

ら
甘
露
の
法
雨
が
降
っ
た
た
め
、

お
釈
迦
様
へ
の
信
仰
心
の
表
し
と

し
て
甘
茶
を
そ
の
法
雨
に
み
た
て

て
誕
生
仏
に
そ
そ
ぐ
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
甘
茶
は
昔
か
ら
、
民
間
療

法
や
厄
除
け
、
お
供
物
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
人
々
の
生
活
と
関

わ
り
を
持
ち
続
け
現
在
で
も
多
く

の
お
寺
で
こ
の
聖
日
に
ふ
る
ま
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

花
ま
つ
り
当
日
は
、
当
山
で
も

参
拝
者
の
方
に
甘
茶
を
無
料
で
ご

接
待
致
し
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、

当
山
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
て
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
仏
に
甘

茶
を
そ
そ
ぎ
、
且
つ
、
独
特
の
甘

み
を
ご
賞
味
下
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
聖
日
前
の

土
日
も
聖
蘭
堂
を
開
放
し
、
御
朱

印
の
授
与
も
行
い
ま
す
。
少
し
で

も
多
く
の
方
の
ご
参
拝
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。　
　
　

明
星
記

小
六
　
　
小
島
　
舞
菜
香

小
四
　
　
三
浦
　
遥
日

小
三
　
　
上
田
　
珠
乃
梨

【
評
】
安
定
し
た
字
形
で
バ
ラ
ン

ス
良
く
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
一
字
一
字
、
丁
寧
に
し
っ

か
り
と
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
一
生
け
ん
め
い
練
習
し
た

成
果
が
見
ら
れ
る
作
品
で
す
。

４月の成田山行事

◆花まつり灌
かんぶつえ

仏会

　　　４日、５日、８日　聖蘭堂

◆ご詠歌講習会　15 日

　　午後 1 時　信徒会館 3 階

◆ほうろく灸　21日　弘法堂

◆写経会　28 日　信徒会館 3 階

◆学童写生大会

　　　4 月 29 日～ 5 月 6 日

紙
上
書
道
展

編
集
室
よ
り

お不動さまの御
ご

縁
え ん に ち

日
　毎月 1 日、15 日、28 日

二　

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

二
月
の
登
山
講
社

二
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）


